
第１回 高等部卒業生を囲む会

平成２８年 ３月 ９日

進路指導係

岡山県立倉敷まきび支援学校

平成２６年３月に高等部を卒業した第１期生のみなさんは、それぞれの進路先で自分らしく毎日の生活を送っていま
す。施設やグループホームを利用しながら、働いている先輩もいます。今回は一般企業やＡ型事業所で働いている先
輩や事業所の方をお招きして、 「働き続けること」 をテーマにして、お話をうかがいました。
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事業所から 事業所から

卒業生から 卒業生から

・「働き続ける」ために必要なことは
「丈夫な心」「気配り」「目配り」「思いやり」

・在学中に身につけておいてほしいことは
「自己の体調管理」「集団生活での適応能力」
「コミュニケーション能力」「目標を持つ」

・保護者に望むことは
「家族間での良好な関係性の構築」「しっかりほめ
てあげる」「帰宅したら、１日の出来事をしっかり
聞いてあげる」「規則正しい生活習慣を」

「体調管理と感染症予防」「遅刻・無断欠勤など
はしない」「困ったら、一人で悩まないで相談す
る」「職場の人達とのコミュニケーション」

・「働き続ける」ために必要なことは

・在学中に身につけておいてほしいことは
「大きな声で元気よくあいさつ」「時間を守る（遅
刻をしない）」「体調管理」「自分の思いを伝える」

・保護者に望むことは
「すぐに連絡がとれるようにしておく」「職場の様
子を家で聞いてあげる」「休日のリフレッシュ」

・仕事をして嬉しかったこと

「お年寄りから、先生と呼ばれたこと」「お年寄りが
作ったポーチを、私にくれたこと」「お給料をもらえた
こと」

・仕事をして嬉しかったこと

・後輩に伝えたいこと
・後輩に伝えたいこと

「分からないことは、恥ずかしがらずに、まわりの人
に聞いて教えてもらう」「困ったことがあったら一人で
悩まずに、まわりの人に相談する」

「お客様から、ここのパンは一番おいしいと言われた
こと」「お客様から、明るいあいさつをしてくれると、
私も元気がもらえると言われたこと」

「何かにつまずいたとき、そこで立ち止まらず、少し
ずつ努力していけば、その成果がいつかきっと必
ずあらわれる。だから、何事にもチャレンジしてみ
よう。すぐにあきらめちゃいけんよ。頑張れ!」

当日は保護者も含めて２００名ほどの参加があり、会場か
らは、勤務時間や給料などのことについて、たくさんの質問
がよせられました。卒業生は、それぞれの職場のユニフォー
ムを着用して登場し、服を正しく着ることの大切さも教えてく
れました。働き続けるために必要な多くのことを学ぶことがで
き、就労へのイメージをふくらませることができました。



平成２７年度 合同販売会の開催

中学部・高等部の作業学習、専門教科で作った製品の合同販売会を、校内で開催しました。体育館を会場にして各

作業班が出店し、パン工房では焼きたてパンの販売をしました。自分たちが心を込めて作った製品を、お客様が選ん
で買ってくれた時の喜びはひとしおです。お客様を大きな声で呼び込んで製品の説明をしたり、レジ係としておつりを
計算したり、「ありがとうございます」と笑顔でお礼を述べたりなど、どの生徒も大忙しでした。時間で役を交代すると、
今度はお客として、事前に作成した買い物リストを見ながら、店をまわって目当ての商品を探したり、財布からお金を
取り出して金額を数えたり、買った品物を友人に自慢したりなど、とても楽しそうで誇らしげな生徒たちの姿を会場のあ
ちらこちらで見ることができました。この合同販売会を通して、それぞれの作業班が行っている活動をお互いに知るこ
とができ、さらに「作ること」「売ること」「買うこと」を通して、多くの貴重な体験をすることができました。学部間交流もで
き、１年間の作業学習の総まとめとして、とてもよい学習の機会になりました。

合同販売会全体会場（体育館） 高等部（木竹工芸班）の買い物学習（小学部）

中学部の販売学習（レジ係） 高等部（パン工房）の買い物学習（中学部）

２００円になります
少々お待ち
ください

早くパンを食
べたいなぁ・・

どれにしようか
なぁ・・いらっしゃいませ中学部販売会場

木・竹工芸班（高） リサイクル・受託班（高）

農園芸班（高）

紙工芸班（高）

突 撃 イ ン タ ビ ュ ー

小学部 中学部 高等部

これ ください

コースターやキーホ
ルダーやパン、クッ
キーを買いました。
楽しかったです。

職業コース 生活コース

レジをしていて、お
客さんが校内の人
だったので緊張せ
ずに売ることができ
ました。

自分たちの作った
パンやクッキーを小
学部の人達が買っ
てくれるのを見てこ
れからも作業を頑張
ろうと思いました。

手工芸班で一生懸
命作ったシュシュを
多くの人に買っても
らい、本当に嬉しか
ったです。


